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l 本書は北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設用地における平成7年度、キウス5遺跡B地区の

発掘調査報告である。

2 調査および本書の編集は調査第2部第1課が行った。執筆は1－1～4 ：高橋和樹、 1-5 ･ 6 ･

Ⅱ ：谷島由貴。 1-7 :遺物の分類についてはそれぞれ担当した調査員が分担して執筆し、文末に

括弧で文責を示した。Ⅲ－1 ：竪穴住居跡についてはそれぞれ担当した調査員が分担して執筆し、

文末に括弧で文責を示した。遺構の土器は新家水奈が、石器は谷島由貴が担当した。Ⅲ－2 ：谷島

由貴、 Ⅲ－3 ：藤原秀樹、 Ⅲ－4 ． 5 ：中山昭大、 Ⅲ－6 ：谷島由貴、Ⅳ－1 ：新家水奈、Ⅳ－2 ：

谷島由貴、Ⅳ 3 ：中山昭大、V 1 :谷島由貴、 V-2 :藤原秀樹、 V-3 :新家水奈。

3 Ⅵおよび付編の分析・同定は下記のとおI)依頼した。

1 1℃年代測定：山田治（京都産業大学理学部）

2 黒曜石原材産地分析・黒曜石水和層：臺科哲男・東村武信（京都大学原子炉実験所）

付編：章科哲男・東村武信（京都大学原子炉実験所）

土器の脂肪酸分析および解析は株式会社ズコーシヤに依頼中である。

4 遺構などの写真撮影はそれぞれ担当した調査員が撮影し、 これと調査状況などの写真は中山昭大

が統括した。遺物の写真撮影・編集は中山昭大が行った。写真の整理は有松芳子が従事した。

5 報告書作成作業は以下のものが従事した。

遺構図のトレース：阿部豊子・塚崎聖子、遺物分布・集計：田辺めぐみ・福島慶子、土器の実測・

トレース：大森佐知子、土器の断面実測・ トレース：田川幸子、石器の実測・ トレース：岡田千秋・

宮田明枝・千葉聖子・山林美佐子、土器の復元・拓本：千田照子・石橋キミ子・川村祐子・佐藤美

惠子、土器の接合・復元：笹森明子・今井容子・鎌田亜希子

6 調査にあたっては、下記の機関、各氏から御指導ならびに御協力をいただいた(順不何、敬称略)。

文化庁、北海道教育委員会、奈良県河合町教育委員会吉村公男、大阪府文化財調査センター山

本建、北海道開拓記念館野村崇・平川善祥・山田悟郎・右代啓視、千歳市埋蔵文化財センター

大谷敏三・田村俊之・高橋理・豊田宏良・久原直利・遠藤昭浩・松田淳子、恵庭市教育委員会上

屋真一・松谷純一・森秀之・佐藤幾子、北広島町教育委員会遠藤龍畝、苫小牧市教育委員会佐

藤一夫・宮夫靖夫・工藤肇・渡辺俊一・二階堂啓也・鈴木耕栄・赤石慎二、札幌市教育委員会加

藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久、由仁町教育委員会土肥研晶、平取町教育委員会森岡

健治、余市町教育委員会宮宏明、倶知安町教育委員会矢吹俊男、富良野市教育委員会杉浦重

信、芦別市星の降る里百年記念館長谷山隆博・畠山英二、釧路市立郷土博物館石川朗、札幌市

横山英介、長沼町文化財保護委員長伊東兼平、北海道文化財保護協会竹田輝雄・長谷川徹、 ス

イス ヌーシヤテル大学フイリップダレー



例凡

1 遺構は以下の記号によって表記し、原則として発掘調査順に番号を付した。

H:竪穴住居跡、 P :土曠・土曠墓、TP :Tピット、 S :礫・剥片集中、

UF: Ⅲ層の焼土、 LF :V層の焼土

2 遺構図はグリッド線に従い、方位記号を付した。レベルは標高（単位m) を示す‘

3 掲載した実測図等の縮尺は原則的に以下のとおりとし、スケールを付した

遺構実測図 1 : 40 (LF-3のみl : 50)

土器実測図 l : 4 土器拓影図 1 : 3

剥片石器実測図 1 ： 2 礫石器 1 ： 3

石製品・士製品 1 : 2および1 : 3

4 出土遺物分布図の○は床面出土の土器、●は覆土出土の土器、☆は床面出土の剥片石器、★は覆

土出土の剥片石器､筆は床面出土の礫石器､米は覆土出土の礫石器､△は床面出土の剥片細片、
▲は覆土出土の剥片・細片、□は床面出土の礫、■は覆土出土の礫をそ~れぞれ表示している。

土層の混在状態は基本土層なと．を用いて下記のように表している。

A+B :AとBがほぼ同量混じる

A>B:AにBが少量混じる

A<B :BにAが少量混じる

A>B :AにBが微量混じる

＝：ほぼ等しい

５

また、土色については農林水産省農林水産技術会議事務局監修の標準土色帖を使用し、カラーチヤー

トの番号を付したものがある。
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図版93

図版94

図版95

H－9出土スクレイパー・…． ．…･ ･ ･ ･ ・

H－9出土すり石……･………･…･ ･ ･

H-11,H-12出土石匙･……………

H-12,H-13出土すり石、石斧…”

H-13,H-14出土剥片石器……･･ ･ ・

H-14出土たたき石………･…･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

H-16出土剥片石器．．“･……………

H-16出土礫石器…．．……･ ･･………

H-17,H-19出土剥片石器…･……

H-20～H 22出土剥片石器……． ．

H 20出土礫石器……･…･ ･……･…・

H-21出土すり石,………･”･ ･ ･…･ ･ ･ ･

H 22出土礫石器･ ･……･………･ ･“・

H-26出土たたき石……･“. ．…． .…・

H-27出土礫石器…………･･………

H-27,H-28出土剥片石器……･…

H-28すり石、石皿…･……………・

H-29,H-33出土剥片石器……･…

H 29出土すり石、たたき石……・ ・

H 37出土石斧、すり石…“･ ･･ ･ ･ ･ ･ ･ ・

土曠出土剥片石器……･ ･ ･……･ ･……

P-5 ,P-12出土すり石………･…

TP-9出土石匙…･…………･ ･…． .

S 1出土すり石･ ･…. ．…“･ ･ ･…･…・

S－2出土磯石器･ ･…･ ･ ･ ･…･…･……

S-3,LF 33出土剥片石器……・

S－3出土礫石器･…･…“……･……

旧河道出土石錬･ ･…………･……･…・

旧河道出土石錐. ．…･…･……･…． ． ．…

旧河道出土石匙･……･…･ ･ ･ ･………・ ・

旧河道出土スクレイパ一･ ･ ･ ･ ･………

旧河道出土石核……･ ･ ･ ･…………･…

旧河道出土石斧……･ ･ ･ ･……………・

旧河道出土すり石．．…． ．｡…………・・

旧河道出土砥石………．． ･ ･ ･ ･……． ．…

旧河道出土石Ⅲ…･ ･……･ ･…･…“･…

旧河道出土台石…………･…． ．……・ ・

包含層出土石鍼、石槍またはナイフ

包含層出土石錐…． ｡…………………

包含層出土石匙(1) ･…･ ･…． ．……･･ ･ ・

包含層出土石匙(2)……”…“…． ．…

包含層出土スクレイパー”………･ ･ ･

包含層出土石核･ ･ ･ ･……･ ･ ･ ･…･ ･ ･……

包含層出土石斧･･…･ ･ ･…･……･…･…

包含層出土すり石(1)…･ ･ ･……･ ･…・

包含層出土すり石(2)…･ ･……･ ･ ･…・

包含層出土たたき石、砥石、台石・ ・

包含層出土石皿･ ･ ･……‘…“……･ ･ ･ ･ ・

黒曜石製石製品…“…･ ･………･…“‘

滑石製石製品…･……･ ･…･ ･…“……．



図 胃 ’ 一 伽 雪 Ｓ 向 剛 氏 皿 箇 Ｓ 郷 雪

ー



キウス5遺跡B地区

表1 周辺の遺跡一覧

IXI番号 蓋載悉り 遺跡堵 所在地(千歳｢|丁） 櫛別 時 期
L卓

上上 地

| '央2511ほ力アンカリトーI 遺物包含地 縄文A･03･61 祝梅川右岸低位段丘61

祝祢530-1ほかアンカリトー2 柴落跡 縄文･続縄文･擦文
rM1

0乙 A･03･62 祝梅川右岸低位段丘

jL了-IIl 中央2521ほか 集落跡A･03･68 IH石器･縄文･擦文68 独立丘陵

キウス1号周堤墓 中央(匡l有地） 墳墓76 1A･03･76 繩文 丘陵裾平坦面

キウス2号周堤墓 中央(匡lf1.地）
庁局

ﾉイ A･03･77 墳墓 縄文 丘陵裾平坦面

キウス3引i!j堤墓 II1央( I玉|ｲI地） 墳墓78 A･03･78 繩文 丘陵裾平坦面

II!央( I玉|有地）キウス4号周堤某 墳墓 繩文ワQ
~rJ A･03･79 丘陵裾平坦面

｢|!央( I=EI有地）キウス5号周堤墓A･03．80

A･03･81

墳墓 縄文 丘陵裾平坦面０

１

８

８ キウス6引制堤墓 II1央( I;'14J-地） 墳墓 縄文 モウシ川右岸

キウス7り･周堤墓 II1央606-2 墳墓A･03･82 繩文82 丘陵裾

キウス1 15．周堤墓 II 1央2406-1 墳墓 縄文86 A･()3．86 丘陵裾平坦面

キウス12り矧堤墓 I l 1央( IsIzI{j-地） 墳墓師

鵬

開

A･03･87

A･03･88

縄文 丘陵裾平坦面

キウス13号ﾙ1堤墓 II 1央2530ほか 墳墓 縄文 オルイカ川左岸段丘

II1央1747キウスI 集落跡A･03･89 縄文 モウシ川右岸低位段丘

キウス2 'l1央1047-l 墳墓90 A･03･90 繩文 オルイカ川左岸低位段丘

' ' 1央726-191 A･03･91 キウス3 逝物包含地 縄文 丘陵裾緩斜面

! ' 1央2()8-4キウス4 墳墓A･03･92 繩文･擦文Qり
､ノム 丘陵裾

キウス5（本遺跡） II'央1287-4 集落跡93 A･03･93 繩文 キウス川右岸段丘

! | 1央120-2キウス川A･03･94

A･03･95

過物包含地 縄文４

５

９

９

キウス川右岸低位段丘

! | !央l |黒 ' | '央2406-1 遺物包含地 繩文 モウシ川低位段丘

泉郷l()7-78 1遺物包含地トプシナイ 1103 A･()3･ 103 嶮渕川左岸低位段丘アイヌ

トプシナイ2 巡物包含地104 A･03･ 104 ﾙ劇1M37ほか 繩文 丘陵端部湧水池周辺

トプシナイ3105 股郷736-7ほか 世物包含地 繩文A･03･ 105 トプシナイ川右岸丘陵斜面

泉郷562-1イカベッ1 迩物包含地A・ ()3･ 1()6 統繩文 イカベツ川低位段丘| ()6

呆郷736ほかイカベツ2 迩物包含地1O7 A・03･ 1()7 繩文･擦文 |元陵裾

ケネフチ11()8 1.()3． 1()8 股ﾘlllil21ほか 迩物包含地 繩文 |嶮渕川左岸段丘

ケネフチ2A・ ()3･ 109 ﾙ&郷77ほか 世物包含地 繩文 嶮渕川左岸段丘l()9

' 1央キウス6 遺物包含地242 A・()3．242 繩文 キウス川左岸段丘

261 l･()3･261 ケネフチ6 衆郷736-1 1ほか

脇ｷⅡ206ほか

遺物包含地 繩文･擦文 嶮渕川左岸丘陵

' | '央852-2ほか265 A･03･265 キウス7 過物包‘含地 繩文･続縄文 キウス川と無名沢に挟まれた

丘陵先端部

ナサツトー1 ! ' '央2471 迩物包含地269 A･03･269 繩文･アイヌ 旧オサッ沼に面する微高地

２



I調査の概要

I 調査の概要

調査要項

事業名：北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団札幌建設局

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：キウス5遺跡（北海道教育委員会登載番号A-03-93)

所在地：千歳市中央852ほか

調査面積： 18,470㎡(A地区4,100m2、 B地区14,370㎡）

調査期間：平成7年4月10日～平成8年3月25日 （現地調査5月8日～10月26日）

1

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長伊藤一夫

専務理事佐藤哲人

常務理事柴田忠昭

常務理事森田知忠

業務部長山内清志

第1調査部長畑 宏明

第2調査部長鬼柳 彰

第2調査部第1調査課

第1調査課長高橋

主 査谷島

主 任皆川

文化財保護主事藤原

文化財保護主事澤田

文化財保護主事中山

文化財保護主事新家

文化財保護主事佐藤

和樹（発掘担当者）

由貴（発掘担当者）

洋一（発掘担当者）

秀樹

健

昭大

水奈

剛

3 調査の経緯

財団法人北海道埋蔵文化財センターによる、北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に伴う発

掘調査は、千歳市のオサツトー1遺跡とキウス7遺跡を対象に、平成5年度に開始され（北埋調報90)、

翌平成6年度には、キウス7遺跡を継続調査したほか、新たにキウス5遺跡とケネフチ8遺跡の調査

が加わった（北埋調報92)。

2年目を迎えた平成7年度のキウス5遺跡の調査範囲については、当初の計画では工事の優先順位

に従って、遺跡の東端部にあたるA－1地区3,300㎡と、それよりやや南西のA－2地区880㎡、お

よび中央部から西方にかけてのB地区18,230㎡の、計22,410㎡を対象とする予定であり、 とりあえず

A－1地区とB地区に別れて調査を並行、実施した。 ところが、 7月になって、キウス4遺跡の橋脚、

橋台部分の工事を特に急ぐ、ので、この部分の調査を優先的に追加するよう、原因者側から強い要請が

あり、 9月と10月の2カ月間、キウス4遣跡の調査に人員を割くことが決まった。 このためキウス5

遺跡の調査については、調査範囲や工程を調整する必要が生じ、以下のように、地区別に計画を変更

し、最終的な調査総面積は18,470㎡となった。

A－1地区：台地上の調査区については、 274ラインまで調査区を西方へ拡張し、一方、調査区東端

部の低湿部分については、 ZOラインより南側の300㎡を除外する。また、平面図上の等高線に基づく

線引きと実際の地形との隔たりも補正して、 A－1地区の計画変更後の調査面積は、 800m2増の

4,100㎡とする。

３



キウス5遺跡B地区

A－2地区：この地区については、平成7年度は調査をとりやめる。

B地区:B地区については、可能な限り当初計画どおり調査を進めることにするが、西端部の未買

収地や工事用道路の存在で2,800m2程が調査不能のまま残るほか、図示された調査範囲と現場で示さ

れた調査範囲とのずれを調整して、 3,860㎡減の14,370㎡とする。

このようにキウス5遺跡の計画を変更したうえで、 9月から10月の2カ月間、北海道教育庁生涯学

習部文化課千葉英一主査による調査指導の応援を得て、キウス4遺跡の橋脚、橋台に係る部分の調査

を並行して実施した。これはあくまでも現場作業を優先した措置であり、整理・報告書作成作業につ

いては、変更以前の当初計画の段階から、時間や体制的な制約を考慮し、平成7年度はキウス5遣跡

B地区に限って報告書を刊行することに決めており、キウス5遺跡A地区やキウス4遺跡の報告につ

いては、次年度以降に発行を期す予定である。

4 位置と周辺の遺跡

キウス5遺跡は千歳市街地から北東へ約8km離れた、馬追丘陵西側のキウス川右岸に位置する。

キウス川は馬迫丘陵を東から西へと開析して流れ、干拓のため今は姿を消した長都沼や馬追沼を擁す

る湿地帯へと注ぐ河川の一つである。キウス5遺跡は、その流域沿いの延長1kmに及ぶ、標高15~

35m程の広大な一帯に立地している。平成6年度の調査では、暁式土器を伴う縄文時代早期中葉の段

階から竪穴住居が営まれたことが確認されたほか、縄文時代晩期後葉のものを主体とする、縄文時代

各時期の遺構や遺物が検出されている。低湿地の旧河道部からは、流木とともに槌状木製品や籠状繊

維製品など人工の道具類も発見されている （北埋調報92)。平成7年度の調査では、平成6年度調査

区に続<A地区から、縄文時代の各時期をはじめ、続縄文時代や擦文時代、 さらにはアイヌ文化期に

至るまでの遺構、遺物が検出され、低湿部からはやはり槌状木製品や舟形の木製容器などが発見され

ている。今回報告するB地区では、南向きの斜面に竪穴住居跡群が並ぶ、縄文時代前期前葉の集落跡

が見出されたほか、縄文時代の各時期から続縄文時代、擦文時代に至る遺構、遺物が検出されている。

キウス5遺跡東方のキウス川左岸には、平成5年度から発掘調査を継続しているキウス7遺跡が所

在しており、後、晩期を主体とする縄文時代の各時期、 さらには続縄文時代から擦文時代に及ぶ豊富

な遺構、遺物が見出されている （北埋調報90･92)。

図1－1 、表lに示すように、キウス5遺跡の周辺には数多くの遺跡が残されているが、 とりわけ

縄文時代後期末の共|同I墓地である周堤墓の集中的な存在が注目される。国指定史跡のキウス1～6号、

11 ･ 12号周堤墓を中心とするキウス周堤墓群は、狩猟・採集が経済の基盤であったと考えられている

縄文時代の造営としては、その規模が極めて大きく、特に重視される（大谷1978)。

周堤墓は、キウス周堤墓群の南に隣接するキウス4遺跡にも認められ、北海道横断自動車道の建設

に先立って、当センターでは平成5年度に詳細な試掘調査を実施し（北埋文1994)、上述のように、

平成7年度からは本格的な発掘調査を開始した。 周堤墓はこのほか、 さらに南に位置する丸子山遺

跡でも2基検出されており （田村･高橋ほか1994)、その南方約700mにも、キウス13号周堤墓が位置

している （大谷1978)。

丸子山遺跡からは周堤墓のほかに、縄文中期後半に掘られたとされる環壕や、縄文時代中期末から

後期初頭を主体とする集落跡、新しくは続縄文時代の遺構や遺物、擦文時代の集落跡などが検出され

ており、古くはEn-a層上面出土の細石刃石器群や、 さらに古いEn-a層下位の剥片石器文化も

発見されている（田村･高橋ほか1994)。このようにキウス5遺跡の周辺では2万年前頃から、 さまざ

まな人間の営みが続けられてきたことが知られている。

1



I調査の概要

5 調査区の設定

調査区は、 日本道路公団北海道横断自動車道（千歳～夕張）のセンター杭STA138とSTA139を

基準とした（図1-2)。基準を通る線を基軸のMラインとし、南北の基準とした。Mラインから北側

に4m毎に平行する線をLライン、 Kライン、 Jライン…とし、南側も同様にNライン、 Oライン、

Pライン…として南北を画した。東西を画する基準はSTA139を用い、基軸のMラインに直行する線

を250ラインとした。これを基準とし、 4m毎に西側に平行する線を249ライン、 248ライン、 247ライ

ン…とし、 lずつ減じ東西を画した。それぞれのグリッド交点上に杭を打ち、 グリッドに画された北

西側の杭を4m四方の方形の呼称とした。 STA138の南東側の区画はM-225、 STA137の南東側の

区画はM-200と呼称される。調査の都合により、 2m四方の方形に細分した。呼称はグリッド交点の

南東画をaとし、 ここから反時計周I)にb･ c･ dとした。平面直角座標系第XⅡ系中の各座標値は

以下の通りである。

STA 135 (M-150) X= 124540.982 Y=-42995.841

STA 136 (M-175) X=-124573.632 Y=-42901.321

STA-137 (M-200) X=-124606.282 Y=-42806.801

STA－138 (M-225) X=-124638933 Y=-42712.282

STA-139 (M-250) X=-124671.584 Y= 42617.763

1

鰯

－－『‐
~

一口

ー 一

0 100m

' 1521 1541 1561 1581 1601 1621 1641 1661 1681 1701 1721 1741176 178 180 1821 18411861881 1901 1921 1941 1961 198120012021204120612081210121212141216121822012221224122612281
1&1'｢"1&"1"Y&1|MT&giW661;+117+311#51W|;;9116117631165116711691141 1 193116511d711･91261 126312b51267126912ill2131215121712191221223122512271229
吐
一
匡
一
汁
一
生
－
し
一
昨
一
【

｜
Ｅ
－
Ｇ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｋ
ｌ
Ｍ
ｌ
Ｏ

腓
ー干司～

桂
抄j二陸

ｒ
｜
洋
一
罹
一
峠

一
Ｑ
ｌ
Ｓ
－
Ｕ
ｌ

脱

0 50m
l ， ， ！ ， ’

o]"
4m」。

図1－2 路線内調査位置と調査区の設定
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キウス5遺跡B地区

6 調査の方法

(1)発掘調査の方法

B地区の発掘調査にあたって、 I ･ Ⅱ層を重機による除去を行った後、 25%調査を調査区全体に行

う予定であったが、湧水による水没や工程上の問題などにより、縮小して遺構の検出や遺物の分布傾

向などの把握に努めた。また、低位平坦面では湧水量が多く人力による調査に支障を来すため、調査

区の北端を東西方向に1本、南北方向に2本の排水溝を設けた。低位平坦面の西側では工事用道路の

ため自然排水が出来ず、ポンプにより行った。

25％調査の結果から、東側斜面の約7割をⅢ層から人力による調査を行い、遺物の出土頻度の極め

て少ない部分についてはV3層を残して重機による除去を行った後、遺構精査を行い検出に努めた。

中央部は斜面の裾部を除きⅢ層およびVl ･ 2層で遺物出現率が低いことが確認され、そこまでの除

去を重機により行った後、 V3層から人力による調査に切り替えた。西側斜面は南端を除きV層上面

から人力による調査を行い、南端はV層まで重機による除去を行った後、遺構検出に努めた。

なお、低位平坦面の調査ではV3層が粘土であるため、掘開にあたって非常に困難を要した。今後

の調査では工夫が必要とされる。

遺物の取り上げは原則的に4m画毎に行い層位を記録している。遺構の遺物は各遺構毎に記録を行

い取り上げている。

(2)整理の方法

遺物の大半は現地発掘調査期間中、雨天を利用し水洗・注記を行った。その後に分類．カード作成

を行っている。

二次整理では遺構を中心に接合・復元・実測を行った。

(3)遺物の分布

遺物の分布は4m画毎の出土点数を周囲に接するグリッドと平均化して、密度分布を線で表示して

いる。
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7 遺物の分類

(1 )土器

土器は縄文時代早期に属する資料をI群とし、以下順次前期、中期、後期、晩期をⅡ群、 Ⅲ群、 Ⅳ

群、 V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文時代のものはⅦ群である。

I群縄文時代早期に属する土器。

a類：貝殼腹縁圧痕文、条痕文が施された土器群。B地区の調査では出土していない。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付体が施された土器群。

b－1類：東釧路Ⅱ、 Ⅲ式に相当するもの。

b－2類： コッタロ式に相当するもの。

b－3類：中茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器。

a類：胎土に繊維を含み、厚手で縄文の施された円底、尖底の土器群。

a－1類：綱文土器、組紐回転文、羽状縄文が施された土器に相当するもの。 B地区の調査で多

量に出土している。

a－2類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

b類：円筒土器下層式、植苗式、大麻V式に相当する土器群。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器

a類：円筒土器上層式、萩ケ岡1 ． 2式に相当するもの。

b類：天神山式、柏木川式、北筒式に相当するもの。

b－1類：天神山式。

b－2類：柏木川式。

b－3類：北筒式（トコロ6類)、 ノダツプⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器。

a類：余市式、入江式に相当するもの。

b類：手稲式、エリモB式に相当するもの。

c類：堂林式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属する土器。

a類：大洞B式、大洞BC式、上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞Cl式、大洞C2式に相当するもの。

c類：大洞A式、 タンネトウL式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器。

Ⅶ群擦文時代に属する土器。

(新家水奈）
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(2)石器

器種別の大分類にとどめ、記号等による細分は行っていない。剥片石器には石錐、石槍またはナイ

フ、石錐、石匙、スクレイパー類、模形石器、刃こぼれ状の使用痕のある剥片(Uフレイク）、二次加

工のある剥片(Rフレイク）などが、礫石器には石斧、北海道式石冠を含むすり石、 くぼみ石、たた

き石、石鋸、砥石、石皿・台石などがある。ほかに剥片石器製作などで産出される剥片．細片、石核、

原石、礫、焼礫、石斧の製作などで産出される剥片・残片がある。

（谷島由貴）

(3)石製品・土製品等

土製姑は中央に孔のある土板状のものがある。石製品は映状耳飾り、錘飾品類、異形石器、錨石と

いわれるものなどがある。石錘は出土点数が少ないためここに含めている~

(中山昭大）
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Ⅱ遺跡の概要

跡の概要遣Ⅱ

1 遺構・出土遺物の概要

キウス5遺跡は馬追丘陵の西側を開析するキウス川の右岸に位置する。ここでは川に沿って狭長な

谷底平野がみられ、 B地区はこの谷底平野と丘陵から谷底平野へ続く斜面に立地する。

調査区内の東側は南西向きのやや急な斜面と若干の低位平坦面である。中央部は北側が斜面の裾部

で、その南側はキウス川に面する低位平坦面で台形状に広がりをみせる。西側は南向きの斜面と低位

平坦面から成る。一連の平坦面は東側が若干高く緩やかに西側に下がる。斜面の裾では豊富な湧水が

みられ、低位平坦面は谷地になっている。

(1)遺構（図n-1･ 2)

遺構は竪穴住居跡、土曠、Tピット、礫・剥片集中、焼土、旧河道がある。焼土を除きV層以下か

ら検出されている。以下、種別ごとに概略を述べる。

竪穴住居跡

竪穴住居跡は38軒検出されている。これらはV3層から掘り込まれ、縄文時代前期のものである。

中央部の低位平坦面の南側から1軒、西側の南向き斜面から37軒である。斜面のものは標高23～26m

に位置し、等高線に沿って4列を成しており、長軸方向が等高線に沿うものが多い。 また、半数は重

複して構築されている。床面に伴う遺物は少ない。

土壌

土曠は13基検出されている。東側から2基、中央部北側の斜面から2基、中央部低位平坦面の南側

から3基、西側斜面から6基である。土曠に伴う遺物の出土は少ない。西側斜面の2基は土曠墓と考

えられる。長径が1.2～2mで曠底の平坦な土曠が3基検出されているが、竪穴住居跡の小型のもの

と形態が似ているため、 この両者について更に検討を要する。

Tピット

Tピットは13基検出されている。東側から9基、中央部北側の斜面から2基、西側斜面から2基で

ある。配列は判然としないが、中央部北側の1基は溝状である。この1基を除き、他は小型の小判形

のものである。曠底から杭跡の検出されたものが多い。

礫・剥片集中

礫・剥片集中は4カ所検出されている。東側から1カ所、中央部低位平坦面の南側から1カ所、西

側斜面から2カ所である。低位平坦面のものは黒曜石の剥片・細片がまとまっている。西側斜面の2

カ所は竪穴住居跡の上に位置するが、V3層で検出されていることなどから集落の中で新しい時期に

伴うものと考えられる。また、同じ層位から焼土も検出されている。

13



キウス5遺跡B地区

焼土

焼土は43カ所検出されている。このうちⅢ層から検出されたもの6カ所、 V層から検出されたもの

37カ所である。Ⅲ層の焼土は中央部北側の斜面から2カ所、中央部低位平坦面の南側から4カ所であ

る。これらの焼土はTa-aに起因する焼土の可能性がある。V層の焼土は東側から8カ所、西側斜

面から29カ所である。礫集中に近く、これと同じ層位の焼土などは屋外炉と考えられる。

旧河道

西側斜面の集落の下を流れていた川に遺物を投げ捨てていたものと考えられることから、遺構に準

ずる扱いとした。この川はキウス川の支流であったと考えられ、幅5～10m程で丘陵緩斜面から流れ

ていたほかに、斜面裾部の湧水から枝沢と成って流れ込んでいた跡である。土層断面から縄文時代晩

期にはほぼ埋まっていた事が確認されている。ほぼ中程のV3層から川底まで縄文時代前期の遺物が

多量に出土している。

(2)遺物

B地区の調査で約70,000点の遺物が出土している。土器は約35,000点が出土しており、縄文時代早

期から続縄文時代・擦文時代まで幅広く出土している。約3分の2が縄文時代前期に属する土器で本

遺跡の主体を成している。 また、その内約半数にあたる9,600点余りが旧河道から出土している。そ

のほか縄文時代早期の土器は約3,000点、同中期は約4,400点、 ｜頁l後期が4,300点と多い。

石器は剥片石器が約2,600点、礫石器が3)100点である。その他、石核が約100点、剥片などが約16,

000点、石斧残片・剥片など約1,000点、焼けた礫・礫など約13,000点出土している。

石製品・土製品等は有孔土製品、異形石器、決状耳飾り、錘飾品やその未製品、軽石製品、錨石と

言われるものなどが出土している。

2 基本土層

基本土層は昨年度報告（北埋調報92）を踏襲している。沢地形や泥炭層などについては形成時期に

差異が認められることから、基本土層を更に細分しB地区のみに適用する。また、旧河道の詳細な土

層区分についてはⅢ章6で述べる。基本土居の概|略と土層区分は次のとおりである （図Ⅱ－3～5）。

I層：表土。軽石混じりの黒色粘土質腐植士。

Ⅱ層：樽前山起源の降下軽石Ta-a。

Ⅲ層：黒色粘土質腐植土。間層として部分的に白頭山起源のB-Tmの薄層が認められる。縄文時

代晩期～中世の遺物包含層。

Ⅳ層：樽前山起源の降下軽石・降下岩片Ta-co斜面では極薄く、黒色を呈する部分もある。

V層：黒色～赤黒色粘質腐植土｡ 3層に分かれ、更に細分している。
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Ⅱ遺跡の概要

V1層：黒色粘質腐植士。縄文時代後期～晩期の遺物包含層。

Vla層：黒色泥炭層。

V1b層：黒色粘質腐植士。Vl層よりやや植物遺体が多い。

V2層：明灰褐色粘土。縄文時代中期～後期の遺物包含層。

V2a層：明灰褐色細砂

V2b層：明灰褐色粗砂

V3層：暗灰褐色粘土。斜面では暗灰茶褐色土にEn-aの軽石を含む。縄文時代早期～前期

の遺物包含層。

V3a層：茶褐色泥炭。

Ⅵ層：暗褐色粘土質腐植土。漸移層。

Ⅶ層：褐色ローム。本層直下のEn-aの軽石を含む。低位平坦面ではグライ層化して緑灰色を呈

する。

Ⅷ層：恵庭岳起源の降下軽石En-a。

Ⅸ層：風成二次堆積物。下部は砂質、上部はローム質で軽石・岩片の薄層を挟み、 ラミナが発達す

る。

X層： 2層の降下軽石と、間層のロームを一括した層。下位の軽石層はSpfa2で黄色を呈する。上

位の軽石層はSpfalでにぶい黄色を呈する。

Ⅲ層：未固結の砂・粘土。

刈層：木質泥炭。

Ⅷ層：青灰色の粘土質砂。

セクションベルトのA－B間はⅡ層まで除去後のものである。また、ここで1とした層はV層の

間層で暗茶褐色土である。

遺構の土層注記で基本土層の略-号のほか、En-aなどの略号を使用している。

V2層とV3層は旧河道で、それぞれ10数層に細分される。詳細はⅢ章6に記す。
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Ⅲ遺構

建
屋 構Ⅲ

1 竪穴住居跡

竪穴住居跡は38軒検出された。H－1が低位平坦面のT･U-181 ･ 182区に位置し、単独であるのに対し、

ほかの37軒は調査西区の南向き斜面から検出されている。およそ半数が重複して構築されている。

H-1 (図Ⅲ 2,図版3)

検出．堀り込み面:Vl層で黒色土のまとまりのトレンチ調査中検出した。掘り込み面はV3層である。

形態：標高23.8mほどの微高地に立地する。平面プランは隅丸長方形を呈する。床はⅦ層を掘り込んで構

築され、床面はほぼ平面で炭化物の堆積がみられた。壁はやや急に立ち上がる。

付属施設：柱穴状小ピットを1lカ所検出した。HP-1は遺構のほぼ中心にある直径約10cmの主柱穴で、

ほかのピットは側柱穴である。いずれもほぼ垂直に掘られており、配列に規制性がみられる。遺構外部から

柱穴は検出されなかった。炉は検出されていない。

遺物出土状況： 土器1点が床面から出土していたが調査中に紛失してしまった。現場での観察ではIIIR1

CInほどの縄文が横走するⅡ群a 1類土器と思われた。水洗選別により床面の炭化物から黒曜石フレイク

が多数出土したほか覆土下位から石鍼2点、ほかに覆土から石匙、スクレイパーが出土している。

掲載遺物（図Ⅲ－1 ，図版73） 石器： 1～3は無茎石鍼。 1 ． 2は凹基で、 3は破損している。 4は石槍

またはナイフの基部破片。 5は縦形の石匙で、周辺加工により刃部を作出している。 6は片面加工のスクレ

イパー。 7は石核。

時期：平面形、床面の石鍼の形態及び周辺の遺物より縄文時代前期Ⅱ群a類土器を伴う時期のものと思わ

れる。 （中山昭大）

H-2 (図Ⅲ 3,図版4)

検出．掘り込み面：Ⅶ層上面で検出。掘り込み面はV～Ⅵ層と思われる。

形態：標高249～25.5mの斜面に立地する。平面プランは隅丸長方形を呈する。長軸は等高線とほぼ平行す

る。床はⅦ層まで掘り込んで構築されている。中央部は撹乱を受けているが、床面はほぼ水平で炭化物が検

出された。壁は斜面上側では鋭く立ち上がるが斜面下側は緩やかである。壁面は斜面上側で55cm、斜面下

側で10cmである。

付属施設：柱穴状小ピットを壁際及び遺構外部から9カ所検出した。検出面が低いのでピットの方向は不

明である。

遣物出土状況：遺物はすべて覆土上部から出土している。

掲載遺物（図Ⅲ－3，図版43 ． 73） 土器： 1～3はいずれもⅡ群a 1類土器である。 1は口縁部で、太

さ1.3cmの横走するRL縄文が深く施されている。節はほとんど完全にすり消されている。口唇は平坦で

ある。胎土には繊維を含む。 2は胴部で、横走するRLの縄文（幅1.Ocm)が見られる。これも節にすり

消しが加えられている。焼成は良好である。 3は組紐回転文と思われるが、表面が磨滅していて確かではな

い。胎土には繊維が含まれている。内面は炭化物で黒ずんでいる。

石器： 4はすり石で、一縁を使用。

時期：覆土中の遺物から縄文時代前期Ⅱ群a類の土器を伴う時期の遺構と考えられるが、床面での遺物の

出土はなかったので明確ではない。 （中山昭大）

19



】 つ

鼎 ｑ ｘ 画 廊 雪 国 答 図

７ １

１
，

０ ７ １

同

〔､
LI(

I(
1
）
I
－
L－
H－
3

｡
Z ｡‘
苫 、 〆 １

~ 量
憩
‘

９

H
－
2
B

＝

~
_
夕 ／

４
８ １
１

１ Ｆ 。
f3

P
↑
一
一
二

、
T

＼ 々
一
一

一 一
／

2
1
0

／
~
一

~
／
＝

L
／

が
'兇
－
4
W

V

図
Ⅲ
－
1
竪
穴
住
居
跡
位
置



Ⅲ遺構
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Ⅲ遺構

H-3 (図Ⅲ－4,図版5)

検出．掘り込み面:V3層中で検出されている。掘I)込み面はV3層中で、覆土中位までV3層が堆

積している。

形態：標高26.2～26.9mの斜面に立地する。床はⅦ層を掘I)込んで構築され、隅丸方形を呈する。床

面の東側から斜面上部にあたる北側に高さ12cmのベンチが認められる。床面は緩やかな凹凸がある。

壁の立ち上がI)は丸みを持ち、上部は急傾斜である。壁高は斜面上側で75cm、下側で18cmである。

付属施設：柱穴状小ピットが13カ所検出されている。 8カ所は壁柱穴で、内傾する。南東角と南西角

に各1カ所、西側の壁をのぞき各2カ所である。 ベンチの両終端に各1カ所と西側壁の中央から30c

m内側に1カ所、中央部の北側に1カ所である。

遺物出土状況：床面から遺物は出土していない。覆土下からⅡ群土器が14点、剥片1点が出土してい

る。これらのものは中央部南西寄りから、ややまとまって検出されている。

掲載遺物： （図Ⅲ－4 ，図版43 ． 73） 土器： 1～6は同一個体である。 LRの斜行縄文から、 Ⅱ群

a－2類土器と思われる。口縁部から胴部に下がるにつれ器壁は厚みを増す。胎土は繊維を多く含み、

脆弱である。 4の内面調整は粗雑で、大きな段がついている。底部は不明である。 7は明らかに時期

の異なる土器である。おそらく流れ込みと思われる。器壁は薄手である。無文であったのか、表面が

磨耗したためであるかは不明であるが文様は認められない。胎士は繊維を含まない。焼成は良い。内

面は黒く焼けている。

石器： 8は無茎平基の石鍼。 9は有茎の石槍またはナイフ。 10は縦形の石匙。

時期：出土遺物などから縄文時代前期Ⅱ群a類土器を伴う時期である。 （谷島由貴）

H-4 (図Ⅲ－5 ,図版6)

検出．掘り込み面:V3層中で検出されている。掘り込み面はV3層中で、覆土上部にはV3層が堆

積している。

菫複関係：北東側はH 38を切って構築されている。

形態：標高247～25.6mの斜面に立地する。床はⅦ層を掘I)込んで構築され、隅丸方形を呈する。床

面は南側が低く、傾斜する。南西側に覆土の上から床を壊して撹乱が認められる。壁の立ち上がI)は

丸みを持ち、上部はやや急傾斜である。壁高は斜面上側で50cm、下側で15cmである。

付属設置：柱穴状小ピットが7カ所検出されている。 2カ所は壁柱穴で、北側と両側の壁中央から検

出され内傾する。北西側から西側の壁から50cmの範囲に3カ所、中央部の北側に1カ所、中央部に1

カ所である。

遺物出土状況：覆土の上部からたたき石と石皿が出土しているが、本住居跡に伴うものではない。

掲載遺物（図Ⅲ 5，図版73） 石器： 1はたたき石で、一緑から端部にかけて敲打痕がある。 2は

石皿で片面を使用している。

時期：周囲の出土遺物や検出面、形態などから縄文時代前期Ⅱ群a類土器を伴う時期と推定される。

（谷島由貴）
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キウス5遺跡B地区

H-5 (図Ⅲ－6,図版7)

検出．掘り込み面：Ⅵ層まで掘り下げた段階で黒褐色土の落ち込みを確認した。掘り込み面はV層中

と思われる。

重複関係:H-5はH-23の床面を掘り込んで新しく構築されたものである。

形態：標高24.4～25.3mの斜面に立地する。平面形は隅丸長方形である。壁の立ち上がりはゆるく、

柱穴は確認されなかった。

遺物出土状況：土器133点、石器152点が覆土中より、土器1点、石器5点が床面より出土した。覆土

中の遺物はほぼ均一に散在していた。

掲載遣物（図Ⅲ－7，図版43 ． 73 ． 74） 土器： 1 ． 2はⅡ群a－1類の胴部破片で、 1は床面から

出土したものである。 1 ． 2ともにLRの縄文が横走しており、条の幅はいずれも0.7cmである。胎

士は繊維を多く含む。焼成は良い。 3～5はⅡ群a－2類土器である。条のl11月は違うが、いずれも斜

行縄文が施されている。 3の条の1幅は0.9cm｡ LRの斜行縄文で、節のすり消しが見られる。湾曲の

仕方から底部は丸底よりも尖底に近いものと考えられる。胎土は繊維を含む。器壁は非常に厚手であ

る。 4はll'505cmのRLの斜行縄文が施されている。焼成は良好である。内面は磨かれている。胎土

は繊維を含む。 5は口縁部破片である。口唇の器壁は胴部よりも薄くなっている。幅0.4cmの斜行す

るLR縄文が施されている。胎土は繊維を含む。

石器： 6 ． 7は無茎平基の石雛。 8は石錐で剥片に機能部を作り出している。 9 ． 10は石匙で半両面

加工。 11はスクレイパーとしたが石匙の刃部破片の可能性がある。 12は両面の周辺加工のもの。 13は

いわゆる北海道式石冠の破片。 14～19はすり石。 14は二縁を使用している。 15～19は一縁を使用して

いる。 16～19は破損している。 14． 16． 18． 19は敲打痕がある。 14． 17は焼けている。 20はたたき石

で両端と一縁を使用している。 21は砥石で両面を使用している。図の左側に浅い溝がみられる。

時期：覆土中、及び床面の遺物から縄文時代前期Ⅱ群a類の土器を伴う時期の遺構と考えられる。

（新家水奈）

H-6 (図Ⅲ－8,図版8)

検出．掘り込み面：Ⅵ層上面で検出。掘り込み面はV層中と思われる。

重複関係：覆土上面にLF 9があり、下はH 29を切っている。 したがってH-29より新しくLF-

9より古くに構築されたことが明らかである。

形態：標高249～25.8mの斜面に立地する。平面プランは隅丸長方形を呈する。床はⅦ層まで掘り込

んで構築され、床面はほぼ水平で、炭化物が見られた。壁はやや急に立ち上がっており、壁高は斜面

上側で58cm、斜面下側で12cmである。

遣物出土状況：遺物はほとんど覆土上位～中位から出土している。覆土下位からはⅡ群a類土器4点

石器類6点の出土を見るのみである。

掲載遣物（図Ⅲ－8 ． 9，図版44 ． 74） 土器： 1～4はⅡ群a－1類土器である。 1は幅1.3cmの

RL縄文が深く横位に施文されている。軽い節のすり消しが加えられている。胎土は繊維を含む。焼

成は良好である。 2は幅1.2cmのRLの縄文が横走している。節のすり消しが認められる。胎土は繊

維を含む。 3 ． 4は同一個体のU縁部と胴部である。幅0.7cmのRLの縄文が横走している。軽い節

のすり消しも認められる。胎土は繊維を含むが、かたく焼成されている。 5はⅡ群a類の胴部破片で

ある。撚りの異なる原体による羽状縄文が施されている。胎土は繊維を含む。

石器： 6は石匙で周辺加工のもの◎ 7は石斧の未製姑。 8はたたき石で側縁部のほかに一面に浅い皿

状の敲打痕がみられる。
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時期：床面出土の遺物がないため確定はできないが、平面プラン及び覆土出土遺物から縄文時代前期

Ⅱ群a 1類土器を伴う時期に近い遺構と思われる。床面の炭化物の14C年代測定値は200=t30B.P

とかなり新しい年代が出ているが上記の理由から考え難く、湧水による影響と考えられる。 （中山昭大）

H-7 (図Ⅲ 10,図版9)

検出．掘り込み面：Ⅶ層上面まで掘り下げて確認した。掘り込み面はこれより上のV層中と思われる。

重複関係：南隅がTP-8に切られている。

形態：標高244～26.0mの斜面に立地する。平面形は隅丸長方形である。壁の立ち上がりは非常にゆ

るやかであり、柱穴は確認されなかった。床の掘り込みはⅦ層まで達している。

遺物出土状況：覆土中より土器1点、礫1点が出土した。

掲載遺物（図Ⅲ 10，図版44） 土器： 1はⅡ群a－1類土器である。胴部には組紐回転文が施されて

いる。胎土は繊維を含む。

時期：遺物が全て覆土中より出土しているため確定できないが、縄文時代前期Ⅱ群a類の土器を伴う

時期の遺構と考えられる。 （新家水奈）
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キウス5遺跡B地区

H-8 (図Ⅲ－11,図版10)

検出．掘り込み面：Ⅵ層上面で検出。掘り込み面はV層中と思われる。

形態：標高25.1～25.8mの斜面に立地する。平面う．ランは隅丸長方形を呈する。長軸は等高線とほぼ

平行する。床はⅦ層まで掘り込んで構築され、床面に凹凸はあるがほぼ水平で、一部に炭化物が見ら

れた。壁は緩やかに立ち上がっており、壁高は斜面上側で50cm、斜面下側では12cmである。

付属施設：柱穴状小ピットを5カ所検出した。 4カ所は長軸上にほぼ一直線に並ぶ。

遺物出土状況：遺物は石鑛2点のみでともに覆土からの出土である。

掲載遺物： （図Ⅲ－11,図版74) 石器: 1は無茎凹基の石錐。

時期：平面プラン及び覆土の石鎌の形態から縄文時代前期のものと思われる。 (中山昭大）
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Ⅲ遺構

H-9 (図Ⅲ－12,図版11)

検出．掘り込み面：Ⅶ層上面で検出されているが、掘り込み面はV3層中と推定される。

重複関係:H-37の上部を壊して構築されている。

形態：標高24.9～25.5mの斜面に位置する。排水溝のため北側は消失しているが、平面形は隅丸方形

または長方形と思われる。床面の大半はH-37の覆土に掘り込みが留まるが、西側でⅦ層を掘り込ん

で構築されている。壁の立ち上がりは丸みを持ち、上部は急傾斜である。壁高は西側の斜面上側で50c

m、下側で3cmである。

付属施設：残存部の中央に長径68cm、短径47cm、深さ15cmの長方形を呈するピットが検出されて

いる。柱穴は検出されていない。

遺物出土状況：ピット内からⅡ群土器が出土している。また、東側の床面から若干上で同じくⅡ群土

器が検出されている。

掲載遺物（図Ⅲ－12，図版44．74） 土器： 1～4はⅡ群a－1類土器で、太い縄文が横位に施され

ている。 1は幅1.3cmのRL縄文が横走している。胎土は繊維を含み、脆弱である。 2は1と同一個

体の可能性もある。幅1.2cmのRL縄文が横位に施文されている。また、節が軽くすり消されている。

胎土は繊維を含む。 3は横走する幅1.0cmの縄文の節がほぼ完全にすり消されている。非常にかたく

焼きしまっている。 4の口唇の断面形は丸みがある。幅0.8cmの横走するRL縄文が認められる。縄

文に乱れとすり消しがある。胎土は繊維を含み脆弱である。 5 ． 6はⅡ群a類の土器で同一個体の口

縁部と胴部である。節の明瞭なLRの斜行縄文が施されている。

石器： 7 ． 8はスクレイパー。 7は両面加工、 8は周辺加工のもの。 9はすり石で一縁と片面を使用

している。

時期：出土遺物などから縄文時代前期Ⅱ群a類土器を伴う時期である。 （谷島由貴）

H-10 (図Ⅲ－13,図版12)

検出．掘り込み面：Ⅵ層上面で検出。掘り込み面はV層中と思われる。

重複関係:H-11と切り合っているが、セクションの観察によりH-10の方が新しい。

形態：標高24.6～25.3mの斜面に立地する。撹乱などにより平面プランははっきりしないが、長円形

か隅丸長方形になると思われる。長軸は等高線にほぼ平行する。床はⅦ層まで掘り込んで造られてお

り、ほぼ水平である。壁はやや急に立ち上がり、壁高は斜面上側で60cm、斜面下側で12cmである。

遺物出土状況：床面から土器8点出土。覆土からは土器9点、石器4点出土している。

掲載遺物（図Ⅲ 13,図版45) 土器: 1 ． 2とH-11の1～4は同一個体と思われる。 1～3はⅡ

群a－2類土器である。 1 ． 2はLRの斜行縄文が表裏に施されている。胎土には繊維が含まれ、 も

ろい。 2の内面には少量の炭化物が付着している。 3は口縁部である。口唇は胴部に比べて器壁が薄

くなっている。 LRの斜行縄文を施文後、口縁部に2本の沈線が横位に施されている。その2本の沈

線間にほぼ同間隔で竹管状工具による刺突文が加えられている。胎土は繊維を含む。 4 ． 5はⅣ群a

類土器の口縁部と胴部である。胎土には多量の砂粒が含まれる。 4は口縁部に貼付帯が施され、貼付

帯上にRLの縄文が加えられている。胎士には繊維は含まれない。 5は2本の貼付帯が横環している。

上の貼付帯にはRLの縄文が、下の貼付帯にはLRの縄文が斜行施文されている。

時期：床面の遺物及び平面プランから縄文時代前期Ⅱ群a類土器を伴う時期の遺構と考えられる。

（中山昭大）
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キウス5遺跡B地区
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Ⅲ遺構
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キウス5遺跡B地区

H-11 (図Ⅲ－14,図版12)

検出．掘り込み面：Ⅵ層上面で検出。掘り込み面はV層中と思われる。

重複関係:H-10と切り合っているが、H-11の方が古い。

形態：標高24.3～24.7mの斜面に立地する。H-10に切られていること及び調査の不備により平面形

ははっきりしないが、隅丸長方形と推察される。床はⅦ層を掘り込んで造られており、床面は凹凸が

多いがほぼ水平である。壁はやや緩やかに立ち上がり、壁高は斜面上側で60cmである。

遺物出土状況：床面から土器19点出土。ほかに覆土から石器が2点出土している。

掲載遺物（図Ⅲ－14,図版45･75) 土器: 1～4はH-10の1 ･ 2と同一個体と思われる。 Ⅱ群a一

2類と考えられる。 4を除いていずれも表裏両面にLRの斜行縄文が施されている。 1の口縁部は胴

部に比べて器壁がやや薄い。未穿孔の補修孔が認められる。内面調整は非常に粗い仕上りである。胎

土は繊維を多く含む。表面には少量の炭化物が付着している。

石器： 5は周辺加工の石匙

時期：床面出土の土器より縄文時代前期Ⅱ群a類土器を伴う時期の遺構と考えられる。 （中山昭大）

H-12 (図Ⅲ－15,図版13)

検出．掘り込み面：Ⅵ層上面で検出。掘り込み面はV層中と思われる。

形態：標高25.1～25.9mの斜面に立地する。平面プランは隅丸長方形を呈する。長軸は等高線にほぼ

平行する。床はⅦ層まで掘り込んで構築され、床面はほぼ水平である。壁は緩やかに立ち上がる。壁

高は斜面上側で63cm、斜面下側で16cmである。

附属施設：柱穴状小ピットを8カ所検出した。 8カ所ともほぼ垂直に掘り込まれており、内傾するも

のはない。

遺物出土状況：遺物は全て覆士からの出土である。

掲載遺物（図Ⅲ－15，図版46 ． 75） 土器： 1～4はⅡ群a 1類、 5～7はⅡ群a 2類土器と考

えられる。 1の口唇は平坦である。縄文は横走しているが、表面が磨滅しているため節までは確認で

きない。胎土は繊維や砂粒を多く含む。 2 ． 3は同一個体で、横走する幅l.Ocmの縄文の節はほぼ完

全にすり消されている。胎土は繊維を含む。 3の内面は焼けて黒ずんでいる。 4は横走する幅0.8cm

の縄文が見られる。 2 ． 3と同様、節はほぼ完全にすり消されている。胎土は繊維を含む。 5は口縁

部破片でLRの斜行縄文が施されている。口唇は薄く、指でつまんで成形されたようであり、端面は

内傾している。胎土は繊維、砂粒を含む。口縁部外側には炭化物が付着している。 6も口縁部破片で、

幅0.5cmのLRの斜行縄文が施されている。胎土には繊維、大粒の砂粒が混じる。口唇は薄い。 7も

口縁部破片で、外反している。ほぼ縦走するLRの地文で、口唇には細かい刺突文が、口唇内面には

同じ工具によると思われる刻みが施文されている。胎土は繊維、大粒の砂粒を多く含む。胴部の器壁

は厚手である。u縁部外面には炭化物が付着している。

石器： 8は石匙の基部破片で周辺部加工のものと思われる。 9は一縁を使用したすり石。端部に敲打

痕があり焼けている。 2点を接合している。

時期：全て覆土中より出土しているため明確ではないが、出土した遺物より縄文時代前期Ⅱ群a類の

土器を伴う時期の遺構と考えられる。 （中山昭大）
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